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トランスコスモス株式会社 

株式会社トランスコスモス・アシスト 

 

特例子会社のトランスコスモス・アシスト、 
平成23年度「障害者雇用職場改善好事例」において、優秀賞を受賞 

 
トランスコスモス株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長兼COO：奥田昌孝、証券コード：9715、以下、トランスコ

スモス）の特例子会社、株式会社トランスコスモス・アシスト（本社：東京都渋谷区、代表取締役：古原広行、以下、トランスコ

スモス・アシスト）は、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構が主催（厚生労働省後援）する平成 23 年度「障害者雇用職

場改善好事例」募集において、優秀賞（高齢・障害者雇用支援機構理事長賞）を受賞しました。 

 

「障害者雇用職場改善好事例」とは、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構が、障害者を雇用する企業で行われてい

る雇用管理や雇用環境の改善などの様々な取組の中から、他の企業のモデルとなる好事例を募集し、優秀事例を表彰す

る制度です。また、広く一般に周知することによって、企業における障害者の雇用と職域の拡大、職場定着の促進を図ると

ともに、障害者雇用に関する理解の向上を図っています。 

 

トランスコスモス・アシストは、2005年4月にトランスコスモスの特例子会社として、障がい者の雇用促進を目的として設

立されました。自閉症・発達障がい者を含めた知的障がい者を積極的に雇用し、事務処理サービスを行っています。障が

い者がその持てる力を十分に発揮できる適切な就労の場を創造し、彼らの積極的な社会参加を支援するとともに、社員の

可能性を大切に育てる環境づくりを進めています。 

 

■募集テーマ 

発達障害者の雇用促進と職場定着を図ることを目的として、職務遂行の改善に取り組んだ職場改善及び障害に配慮した

雇用管理又は社内体制整備に取り組んだ職場改善好事例を募集 

 

■トランスコスモス・アシストの受賞理由 

「社員ごとの業務スキルレベルや対応状況を客観的に把握、作業指示の出し方の統一等により、業務スキルの向上及び

業務内容の精度の向上につながっている。その結果、親会社からの受注業務量が増え、業務の難易度も向上し、親会社、

子会社双方にとって良い仕組みが作られている点が評価できる。 

 

■授賞式（9月7日開催）の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トランスコスモスとトランスコスモス・アシストは、今後とも、障がいの有無に関わらず、社会の一員として共に働き、それ

ぞれの個性と実力を発揮できる会社を目指していきます。 

 



 

報道関係者お問い合わせ先 
トランスコスモス株式会社 広報宣伝部 冨澤・小林 

Tel：03-4363-0123 Fax：03-4363-1123 

 

＜ご参考＞ 

・厚生労働省のプレスリリース（8月31日発表） 

～障害者の雇用の促進に向けて、より一層の理解を～ 

平成23年度「障害者雇用優良事業所等の厚生労働大臣表彰」受賞者決定 9月7日に表彰式を開催 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001mpfx.html 
 

※トランスコスモスは、トランスコスモス株式会社の日本及びその他の国における登録商標または商標です。 

※その他、記載されている会社名、製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

 

（トランスコスモス株式会社について） 

1966 年に事業を開始して以来、優れた「人」と最新の「技術力」を融合し、より付加価値の高いサービスを提供することで、お客様

企業の競争力強化に努めて参りました。コールセンターサービスをはじめ、ビジネスプロセスアウトソーシングサービス、デジタ

ルマーケティングサービスなど、それぞれのサービスを単独、または融合させることで、お客様企業にマーケティングの最適化

および効率化、売上の拡大、新規顧客の獲得などを実現する、総合的なITアウトソーシングサービスを提供しております。さらに、

これらのサービスは国内だけでなく、アジアを中心に、グローバルに展開しております。当社は高品質なアウトソーシングサー

ビスを世界規模で提供する、お客様企業の「Global IT Partner」を目指しています。(URL： http://www.trans-cosmos.co.jp) 


